
1　はじめに

　e-Learning 教材を予習および対面授業の課題に活用し

た反転授業を行っている．名古屋文理大学の情報メディ

ア学科において，2013年から「情報リテラシー」という

パソコンの実習科目で e-Learning を活用し，一定の効

果を得た [1]．その経験をもとに，2017年には「Web プロ

グラミング」という Web ページの作成をコーディング

（HTML，CSS，JavaScript）によって行う授業で活用した．

　ほとんどの学生は，自身のホームページを持っていな

いため，Web プログラミングの経験はないことが事前

調査で明らかになった．よって，この実習は，初心者を

対象とした教材で行う必要がある．

　そこで，筆者は企業と共同して，Web プログラミン

グを学習するための e-Learning 教材を開発し，授業に

適用した．

　本研究においては，開発した e-Learning 教材につい

ての反応と，それを利用した授業の様子や，学習の効果

などについて考察，検討する．

2　e-Learning 教材と実習内容

2.1　教材の構成

　e-Learning 教材は以下のような章立てで構成される．

名称は「Web ページ作成入門コース HTML5+CSS3」で

ある． 

 １．Web ページ

 ２．HTML の基礎

 ３．スタイルシートの基礎（CSS）
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 ４．テキストの修飾

 ５．ハイパーリンク

 ６．箇条書き

 ７．テーブル

 ８．オブジェクトの表示

 ９．入力フォーム

 10．JavaScript

　章の初めには「予習」のページがあり，章のダイジェ

ストがまとめられている．反転授業を行う場合，この部

分を閲覧して，予習を行うことになる．（図1）

図１　予習ページ（第2章）

　教材の中で，「ブラウザ表示」ボタンをクリックすると，

実際にブラウザが起動してソースコードの動作を確認す

ることができる．「ダウンロード」ボタンをクリックし

てソースファイルを保存することもできる．（図2）

図2　「ブラウザ表示」ボタンと「ダウンロード」ボタン

　また，各章のおわりに，理解をチェックする目的の「確

認テスト」（〇×で解答）がある．（図3）

図3　確認テスト（第2章第5問）

2.2　教材の利用環境と実習の進行

　名古屋文理大学では，2013年より WebClass を LMS

として導入している．Web プログラミングの教材も

WebClass 上にアップロードし，閲覧可能にしている．

なお，名古屋文理大学情報メディア学科では，2011年よ

り入学者全員に iPad を無償配布して授業で利用してい

る．大学構内には全館無線 LAN が配備されており，ど

こからでも WebClass にアクセス可能である．筆者は，

情報リテラシーの授業において，e-Learning を導入し，

活用してきた．[1]
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　Web プログラミングは情報メディア学部2年次前期の

選択科目で，受講生は毎年50名程度である．SA(Student 

Assistant) が1名配属され，実習をサポートする．

　毎回，授業の終わりに，次回の予習範囲を示し，前

述の e-Learning 教材で予習をしてくる．この時点では，

閲覧のみで実際のコーディングはしない．予習してくる

学生の割合は「毎回予習した」が40.0%, 「半分くらい予

習した」が15.6%, 「たまに予習した」が31.1%, 「まった

く予習しなかった」が13.3% で , 予習時間は15分未満が

73.6%, 30分未満が20.8%, 60分未満が5.5% であった .

　対面授業の時間中には，課題の提出方法などについて

説明のみ行い，HTML や CSS の文法事項については解

説しない．

　授業を開始すると，e-Learning 教材に示された例題と

類似した短く簡単なコードを課題として与える．学習者

は，HTML ファイルを作成し，ブラウザで動作を確認

しながら理解をする．

　授業の後半には，「日本情報処理検定協会」が行う「ホー

ムページ作成検定」の過去問題を出題する．この検定試

験は，4級から1級までで，4級は HTML の基本的な文法

（テキストの修飾，単純な表の作成や画像の配置など），

上級になると，CSS，JavaScript も含まれる．

　課題を早く終えることができた学生は，やや複雑な発

展問題に取り組むことができる．

　課題の提出期限は1週間で，必ず提出を求める．発展

問題の提出は自由であるが，提出すれば加点する．

　授業の採点は課題点，筆記試験が50点ずつである．筆

記試験は，ブラウザで表示された Web ページを示し，

そのページを表示させるためのコードを回答するもので

ある．

3　反転授業の結果

　e-Learning を活用し，半年間にわたり反転授業を実施

した後，教材と授業に関してアンケートを行った．回答

数は n=47（聴講生1名含む）であった．

　まず，「e-Learning 教材は反転授業の役に立ったか」

という質問に対しては，87.2% の学生が「役に立った／

まあまあ役に立った」と回答した．（図4）

図4　教材は役に立ったか

　「反転授業で理解は深まったか」という質問に対して

は，「理解が深まった／まあまあ深まった」という回答

が91.5% であった．（図5）
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　「HTML，CSS，JavaScript のコーディングに興味がわ

いたか」という質問については，「興味がわいた／まあ

まあ興味がわいた」という回答が91.5% であった．（図6）
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は多かった．

　「発展問題についてどう思うか」という質問に対して

は，肯定的な意見が88.1% であった．（図10）

図10　発展問題についてどう思うか

　また，筆記試験（50点満点）の平均点は0.6点高かった．

平均値の差の検定について , 有意差は見られなかった .

　図11に筆記試験の得点分布を示す．

　反転授業のほうが，46点以上の高得点が13人と、従来

型の11人に対して多い．35点以下の学生は反転授業の場

合が3名で，従来型よりも多い．従来型の授業であれば，

これらの学生はドロップアウトしていたかもしれない

が，2017年度は最後まで受講し，全員が単位を取得でき

た．[2, 3]

図11　筆記試験の得点分布

　自由記述で反転授業の予習と授業全般についての感想

もアンケートを採った．

　まず，反転授業の予習については次の感想が多く見ら

れた．

・予習していたときの方が授業の内容を理解できた．

・まったく内容を知らないで取り組むより，ある程度

知っておいてからのほうが課題を進めやすくなる．

・予習しないと課題に取り掛かるまでの理解するための

時間がかかる．

　また，授業全般にわたっての感想については次のよう

なコメントが多く見られた．

・各自のペースで課題などが進められるので，頭を使い

より理解が深まったと思います． もしもその反対で，

教員の説明に沿ってとなると，あまり頭には入らな

かったと思います． 

・各自のペースにすることであせることなく自分のペー

スで落ち着いてできたのでよかったです．

　予習することで，ある程度授業の準備ができているこ

とがわかる．また，学生はマイペースでの実習を望んで

いることが明らかになった．

5　結果と考察

　Web プログラミングを学習するための e-Learning 教

材を制作し，反転授業を行った．

　授業の進め方や教材に関して，アンケートで肯定的な

意見が多く見られた．個人差（理解度や経験の差）が大

きいので，授業の進め方として，学生はマイペースを望

んでいる．よって，今後は適切なレベルの教材を作成し，

自分に合ったペースで課題作成できる環境が求められて

いくと思われる．

　反転授業は従来型の授業より，授業欠席による欠格者

が少なく，さらに課題の提出数や筆記試験で効果が見ら

れた．

　e-Learning 教材のデザインに関しては満足度が高い

が，今後は短い動画による解説を含めることも検討して

いきたい．また，グループやペアで学習する形式の実習

も行い検証したい．
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